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今後の風力水素計画(1/3)

番
号

項目 項目説明 単位 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2020 2030 2050 2100

0 ｱﾙｾ゙ﾝﾁﾝ風車計画
2007年1月時点の
計画(先ず300mW)

MW 60 60 120 60

風力水素事業の工程
Patagonia風力水素建
設目標

当面の目標を600MW
by 2015年と設定

MW 600MW 　

ｳｲﾝﾄ゙ﾌｧー ﾑの建設
水素製造装置の建設
輸送の開始

事前調査
環境問題(地球温暖化)と対応
策の見通し

国内外温暖化防止策
調査

水素社会への方向検討
世界の水素市場
水素需要の見通し
水素価格の見通し
社会資本整備(水素社会向け)
の取り組み
風車の技術とｺｽﾄ水準の見通
水素製造装置の技術とｺｽﾄ水
準の見通し
水素貯蔵･輸送技術とｺｽﾄ水
準の見通し
その他の課題と解決策の見
通し

1

2

当面の目標600MW
但し,ｲﾝﾌﾗが無く，発
電と水素製造の共存
か?！

今後の風力水素計画(2/3)
番
号

項目 項目説明 単位 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2020 2030 2050 2100

詳細地図の入手

ｱﾙｾ゙ﾝﾁﾝ全体の概略
風況の入手
道路の調査
水資源の調査
輸送機器の調査
建設機材の調査
現地作業能力調査
運転保守可能性調査

ｱﾙｾ゙ﾝﾁﾝ風況地図調
風速計設置位置の決 2007.6.M
風速計の選定･発注と
取扱説明作成

2007.6.M

風向風速計の設置と
計測の開始
風況観測
ｱﾙｾ゙ﾝﾁﾝ気象台関連
気象情報調査
風況精査結果を基にし
たｼﾐｭﾚーｼｮﾝ計算
設計風況の決定

4

5

風力水素設備設置のための
基礎調査検討

3

風車設置の為の風況精査

風況解析
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今後の風力水素計画(3/3)

番
号

項目 項目説明 単位 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2020 2030 2050 2100

6風車設置計画の作成
風車出力の決定と風
車設計(現在は3MW機
を想定)
試験風車製作開始
製作終了・試験機運転
風車製造工場建設・部
品供給者の選択
ﾀﾜー 製造工場建設・材
料調達先の選択
試運転終了・製品製造
開始
量産開始(3MW) 0 0 200 300 2000 5000 10000 25000
累計出力（MW） 0 0 600 1500 7500 22500 52500 127500
Alt.1　風車出力の決定
と設計開始(現在は
1MW機を想定)
Ａｌｔ．量産（１ＭＷ機） 100 200 200 100
Ａｌｔ．累計出力（ＭＷ） 100 300 500 600
総合計出力 500 600 1200 2100 8100 23100 53100 128100
総発電電力量
（MWh/ｙ）

91,060,200 209,320,200 504,970,200

総水素生産量
(KNm3/y）

18,212,040 41,864,040 100,994,040

必要水素量
自動車用(Nm3)

65億m3 170億m3

必要水素量
定置用(Nm3)

218億m3 286億m3

発電量と水素製造量7

同上代案
(先ず1MW機のclassS適用か
ら3MW機の開発に進む案)

2015年～2020年：
年産400台を想定

2020年～2100年：
年産500台を想定

必要水素量は資源ｴ
ﾈﾙｷ゙ 庁ー資料に拠っ
た｡

ﾊﾟﾀｺﾞﾆｱの風況と現状の問題

◎　風況計測結果の信頼性が無い
　　→事業化に於いて大きな課題
　　→ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ風況ﾏｯﾌﾟ作成が必要

◎　各開発事業者が風況観測をスタート
　　→CAPSA/CAPEX等の民間業者
　　→ﾁｭﾌﾞｯﾄ州政府他

◎　風条件は極めて良好
　　→ｺﾓﾄﾞﾛﾘﾊﾞﾀﾞﾋﾞｱ近郊ｻﾗﾏﾝｶﾃﾞで
　　　年間平均風速11.5m/sec

ﾊﾟﾀｺﾞﾆｱ風車の現状の問題

◎　建設された風車の故障が頻発
　　→風況と機器選択のﾐｽﾏｯﾁ

◎　故障は疲労強度不足
　　→日本と異なり,強風の故障は無い

◎　昨年から今年で故障が急速に増加
　　→本年は運転実績開示されず
　　→設置者から反省が聞かれた｡

ﾁｭﾌﾞｯﾄ州風車運転実績
（MICON250ｋW)

ﾁｭﾌﾞｯﾄ州風車運転実績
（MICON250ｋW)

2 x 250 MICON
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ﾁｭﾌﾞｯﾄ州風車運転実績
（MICON750kW)

ﾁｭﾌﾞｯﾄ州風車運転実績
（MICON750kW)

MICON 8x750kW　運転状況
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ﾁｭﾌﾞｯﾄ州風車運転実績
(GAMESA660kW)

ﾁｭﾌﾞｯﾄ州風車運転実績
(GAMESA660kW)

GAMESA　16 x 660kW
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風の良い地域の選定
今回までに訪問した地域は非常に良い！

(1)　ﾁｭﾌﾞｯﾄ州ｺﾓﾄﾞﾛﾘﾊﾞﾀﾞﾋﾞｱSPCLｻｲﾄ:

　　Vav=13m/sec，Vmax=18m/sec

(2)　ﾁｭﾌﾞｯﾄ州ｺﾓﾄﾞﾛﾘﾊﾞﾀﾞﾋﾞｱ近郊
　　Vav=11.5m/sec

　　(3)ｻﾝﾀｸﾙｽ州ﾋﾟｺﾂｩﾝｶﾞﾄﾞ：
　　 Vav=10m/sec，Vmax=14m/sec
(日本では6m/sec以上が一つの目安である)

計測機器は手持ちの風速計

風の良い地域の選定
今回までに訪問した地域は非常に良い！

(1)　ﾁｭﾌﾞｯﾄ州ｺﾓﾄﾞﾛﾘﾊﾞﾀﾞﾋﾞｱSPCLｻｲﾄ:

　　Vav=13m/sec，Vmax=18m/sec

(2)　ﾁｭﾌﾞｯﾄ州ｺﾓﾄﾞﾛﾘﾊﾞﾀﾞﾋﾞｱ近郊
　　Vav=11.5m/sec

　　(3)ｻﾝﾀｸﾙｽ州ﾋﾟｺﾂｩﾝｶﾞﾄﾞ：
　　 Vav=10m/sec，Vmax=14m/sec
(日本では6m/sec以上が一つの目安である)

計測機器は手持ちの風速計

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝでの風況簡易調査結果ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝでの風況簡易調査結果

風況に関する課題と取り組み風況に関する課題と取り組み

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ全体,局所風況の信頼性に乏しい
　　→HESSとして風況計測を考える｡
　　→事業化への布石となる｡

長期風況精査と官署気象台,飛行場,港湾
ﾃﾞｰﾀとの整合性の調査
　　→ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ国内の事業化可能地域の信
頼性向上

長期風況調査から最適な風車設計条件調
査と風車導入ｶﾞｲﾄﾞを考慮｡

風況に関する課題と取り組み風況に関する課題と取り組み

風力発電ｼｽﾃﾑの運転結果
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風況に関する課題と取り組み風況に関する課題と取り組み

CAPSAのﾀﾜｰ ｻﾝﾀｸﾙｽ州の100mﾀﾜｰ

風車に関する課題と取り組み風車に関する課題と取り組み

観測された風況ﾃﾞｰﾀを元に高信頼性風車
の開発促進
　　→IEC61400-1 classⅠを超える風況で
故障しない風車の開発が必要

高風速地域向け風車の長期耐久性の確認
　　→事業化時の信頼性･耐久性の向上

一年以上の試験運転で信頼性を確保

風況調査･試験運転で最終信頼性確保

具体的な目標の纏め具体的な目標の纏め

風資源のより詳細な検討
ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝの一部の関係者が計測しているが，ﾃﾞｰﾀの信頼性が不明で
あり確認が必要｡

多数台風車設置のために風況計測とｱﾙｾﾞﾝﾁ
ﾝWIND ATLASの作成
多数の風車建設のためにはﾊﾟﾀｺﾞﾆｱの風況地図作成が必要｡

早期の風況に適した風車の開発

社会資本を考慮した取り組みの確立
道路，電力輸送又は水素輸送手段，水資源の確保，風車と水素製造
装置工場

その他の課題その他の課題

地域の地形･地勢の状況確認

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ政府，地方政府の規制事項調査

建設,土木，電気に関する技術的検討

建設，保守，ﾒｲﾝﾃﾅﾝｽの可能な人員の確
保について可能性調査

輸送制限･機器に関する調査

建設機材，保守運転のための諸機材の入
手可能性調査

地域の地形･地勢の状況確認

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ政府，地方政府の規制事項調査

建設,土木，電気に関する技術的検討

建設，保守，ﾒｲﾝﾃﾅﾝｽの可能な人員の確
保について可能性調査

輸送制限･機器に関する調査

建設機材，保守運転のための諸機材の入
手可能性調査

その他の課題
電界槽と風力電気特性検討

その他の課題
電界槽と風力電気特性検討

水素製造装置の特性の把握
　　→水素製造装置の諸特性の確認と，変
動電力に対応できる水素製造装置

水素製造装置に適した発電ｼｽﾃﾑの開発
　　→水素製造ｼｽﾃﾑの構造やその制御を考
慮し最適な設計が必要。

風車で発生した電気特性を用いた水素製
造装置の長寿命化
　　→ｷﾞﾘｼｬやNREL等で試験を開始している｡

水素製造装置の特性の把握
　　→水素製造装置の諸特性の確認と，変
動電力に対応できる水素製造装置

水素製造装置に適した発電ｼｽﾃﾑの開発
　　→水素製造ｼｽﾃﾑの構造やその制御を考
慮し最適な設計が必要。

風車で発生した電気特性を用いた水素製
造装置の長寿命化
　　→ｷﾞﾘｼｬやNREL等で試験を開始している｡

その他の課題
電解槽の特性に沿った風車の機能

その他の課題
電解槽の特性に沿った風車の機能
風車発電機の選択
　　→同期発電機or誘導発電機
　　→交流発電機or直流発電機

風車と系統連系ｼｽﾃﾑ
　　→当初は系統連系,大量投入後は電解槽
向け専用とするか｡

独立電源供給可能型風力発電ｼｽﾃﾑの必要性
　　→直接DC電源供給 又はAC電源供給で，
DC変換をさせる方法を取るべきか他)

気象状況と風車への影響

風車発電機の選択
　　→同期発電機or誘導発電機
　　→交流発電機or直流発電機

風車と系統連系ｼｽﾃﾑ
　　→当初は系統連系,大量投入後は電解槽
向け専用とするか｡

独立電源供給可能型風力発電ｼｽﾃﾑの必要性
　　→直接DC電源供給 又はAC電源供給で，
DC変換をさせる方法を取るべきか他)

気象状況と風車への影響


